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素
は
加 

芻
せ
ら
れ
"
從
て
價
格
は
變
動
を
來
さ
す
や
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原
論」 
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四
與)
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此
問
題
に
對
す
る
解
決
は
、
彼
の
有
名
な
る
地
代
論 

に
し
て
、
リ
氏
は
全
然
否
定
的
立
場
ょ
6

地
代
を
論
究 

し
"

秘
有
財
產
れ
る
土
地
使
用
の
報
償
は
4

地
代
を
生 

す
る
も
の
ど
な
せ
と
も
？

.普

遍

的

地

代

，
の

存

在

を

認

.容 

せ

す

、

土

地

生

產

物

に

差

锁

?>
彡
て
初
め
て
地
代
を
十
乂 

拂
ふ
を
以
て
”

價
格
の
結
果
な
れ
ど
も
原
因
な
ら
ず
^
 

斷
定
せ
も
即
、

リ
カ
ル
ド
は
土
地
私
有
制
度
の
〒 

■
に
於
て
S

勞
«

價
値
原
則
は
何
等
の
變
觅
を
要
せ
1 " 

し

て
-3
«

儘
適
用
す
可
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な
し
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ス
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同
じ
く
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淹
费
を
形
成
し
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格 
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墟
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な
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て
ふ
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に
極
カ
反
對
す
る
も
の
な
办
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論
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四
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：

之
れ
を
摘
耍
す
れ
ば
在
の
ニ
命
題
ビ
な
るQ 

(
1
)

地
代
は
土
地
の
固
有
不
可a
な
る
力
の
利
用
に 

對
す
る
對
領
な
i
o
.

(

ニ)

地
代
は
土
地
使
用
.者
.が
地
主
に
對
し
て
§

使 

.
用
料
な
A
O

(
1
)

土
地
の
固
有
不
可
壊
な
る
力
ど
は
果
し
て
何
ぞ 

や
。
タ
カV

ド
の
之
れ
に
對
す
る
內
容
の
說
明
は
十
分 

明瞭なは云び難きも

*
全
體
0
論
調
ょ
6
推
す 

る
に
"
而
檀
、
璺
度
並
に
地
位
の
三
卷
を
包
含
す
る
も 

の
V

细
し
o
而
し
て
普
通
地
代0.
«

目
办
下
に
地
ま
に 

支
拂
は
る
、
對
價
中
、
利
子
、
刺
潤
に
相
當
す
る
部
分 

往
々
ぁ
る
も
の
な
れ
ば
"
此
等
は
本
來0
意
_
の
地
代 

^
峻
?«
■
せ

ざ

る

可

か

ら

す

W

主
張
す
る
も
0
な
办(「

原 

論」

三
四
、

「

影
響」

三
七
五
頁
。

〕

但
し
g

は一

の
例
外 

を
認
办
、
土
地
の
改
良
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
に
し 

て
若
し
"
土
地
0'
生
產
カ
^
不
可
分
_
に
融
和
し
れ
る

場
合
は
%

來
.は
資
本
：の
對
價
な
れ
ど
も
、
地
代
の
性
質 

を
帶
ぶ
る
^

至
る
も
の
^

h

ビ
、
然
れ
ど
も
耕
作
に
便 

す
る
.爲
0

建
築
物
の
如
き
、
臨
時
の
設
備
は
土
地
生
産 

力
S

は
‘直
接
關
係
無
く
、
從
て
之
れ
が
對
價
は
地
代
^

|

異
な
，る
も
，の
^
せ
ぅ
Q ( 「

原
論j

1

五
八
註)
..

(

ニ)

、
地
代
の
定
義
の
後
半
は
ノ
地
代
は
土
地
使
用
者 

j

が
地
主
に
支
挪
ふ
使
用
料
な*
ビ̂
す
る
も
の
に
し
て> 

此】

事
を
以
て
見
る
ビ
き
は̂

^
.は
地
代
を
論
：す
る
に 

當
り
て
借
地
制
度
を
前
提€
す
る
も
の
ヒ
云
ふ
可
しo 

然
れ
ど
も
氏
の
態
度
ば
終
始

1

賞
す
る
も
の
に
非
ず0 

例
ば
借
地
刺
度
な
き
：時
代
に
於
て
も
"
土
地
は
成
條
件 

の
具
備
せ
&
る
、
場
合
は
地
代
を
發
生
す
る
も0
-、
如 

く
說
明
す
る
を
見
る'
是
れ
羅
竟
、
土
地
生
產
力
の
差 

Z額
は
地
代
な
b
て
ふ
所
謂
差
額
地
代
說
の
理
論
.的
鱗
釋 

ょ
务
來
る
當
然
.の
歸
結
な
る
可
け
れ
ど
も
、
土
地
所
有 

卷
自
£
,耕
作
^
從
事
す
.る
場
も
"
借
地
人
に
ょ
も
て
耕 

作
せ
ら
る
、
時
レ
时
じ
く
地
代
あ
务€

sふ
R
至
も
で 

は
彼
•の

與へ
お
る
®

_

0

#半
ば
®
し

ぐ

傅

期̂
な
&

筋
，

M

 
铖 

一

ー

3

瑢

九

游(

.五

.八
九)

雜

錄

f

カ
ル
衿
分
酏g

#'
.に̂
;
^

_

の
^
街



'

第
二
節
地
代
の
發
生
ヒ
高
低 

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ヌ
I r

派
の
唱
道
せ
し
從
來
の
分
配
論 

に
於
て
は
"

生
產
三
喪
素
に
對
し
*

三
所
得
5 >
'
も

ミ

爲
 

す
も
の
な
i

し
が
，
リ
力
,
ド
は
之
れ
祀
反
對
し
て
地 

代
の
普
遍
的
存
立
を
否
定
し
"
理
論
上
限
琢
地
に
は
地 

代
無
しV」

主
張
す
る
も
の
な
ぅ
o

即
ち
リ
氏
に
循
へ
ば 

地
代
は
全
く
土
地
生
^

力
の
差
等
ょ
り
、
自
然
的
に
發 

生
す
る
余
剩
に
し
て
、
不
勞
働
所
得
な
見
倣
す
も 

のた氏の恙额地代發生條件を上ぐれば 

次
の
如
し
o 

A

璺
度
の
養s

r

 (「

原
論」

三
：六
頁)

。

-

B

.

地
位
の
差
違(

r

原
論」

三
六
頁)

。

C

投
下
資
本
の
多
少
■

(「

原
論」

m

七
頁)

。

以
上
の
三
條
件
の
大
前
提
を
猫
す
も
の
•
は
土
地
面
積
' 

の
省
限
性(

r

原
論」

三
五
頁)

に
し
て
、
リ
カ
ル
ド
の 

地
代
學
說
は
、
葙
限
の
±

舰
'

無
限
の
人
.ロ
：な
'
る
一
一
大
..

歷

*
的

範

疇

に

屬

す

^
爲

す

も

の

た

办

0
而

し

て

^
根

.
 

本

瓤

念

は

>
ー
土
地
に
は
收
獲
遞
減
の
法
則
行
は
る
ビ
見) 

做

す

に

由

來

す

る

も

の

.に
し
て

"
此

极

本

觀

念

に

立

脚

，
 

し

'
抽

象

的

論

法

を

以

て

/

±:
地

に

は

農

業

0
改

良
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進

步

な

く
、
人
ロ
ビ

資
本
^
は
芷
し
き
比
例
^
ロ proper 

でro
p
o
r
t
i
o
n
)

に

於

で

進

展

す

る

も

0.
ど

假

定

し

れ

^
s
o 

: 

91
氏

に

從

へ

ば

、
地

代

の

薇

生

す

る

は

、

土

地

生

産

力

、
 

の

差

違

に

原

西

し

て

生

產

物

に

蝥

等

わ

る

が

爲

に

し 

て
、

又

地

代

の

高

低

は

優

等

地

ビ

劣

等

地

S
の
距
離
の 

大

小

に

比

例

す

る

.も
の
な
办
o(

「

影

響i

三

七

ニ
頁)

第

三

節

獨

占

地

代

、

一

名
絕
對
的
地
代 

リ

カ

ル

ド

地

代

說

の

中

心

は

固

ょ

&

差

額

地

代

化

わ
 

れ

ど

も
"
彼

は

此

以

外

、

獨

占

地

代

を

認

む

る

も

の

な
 

i

o
例

ば

彼

の

假

定

に

し

て

眞

な6
<
せ

ば

：

人

ロ

增
 

殖

に

伴

ひ
1:
-
.
^m

R
劣
等
地

の
#

#

®

着

は
一 

^

國

の

全

土

擧

げ

て

耕

地̂
化

す

る

.の時
期

早

晚

到

：達

す. 

可

しO

，.斯
る

紀

德

に

於

て

は"
農

產

物

は1

1
の

1
占

鲂
九
怨
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九
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織

V

力
か
F

分
配
踰
胁
に
她
代
論
の
研
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第
五
酿
.-
一
 
こ
四

ざ
な
を
得
す(I
M
論
i
H六
、
三
七
^
影
響
JH*
七一

、
三

柱

石

0
上
に
築
が
れ
、
地
代
呔
祉
會
進
步
の
行
程
中、

‘ 

七
;/
.
1賀)

。
‘

性
を
有
し
來-

V
?

限
界
地
即
最
惡
の
.土
地
に
も
亦
地
代 

を
發
生
す
名
に
至
る
事
は
"

，9

氏
の
理
論
上
認
む
る
所 

た

然

れ

ど

も

彼

は

、
當
時
の
實
際
土
地
經
營
：の
狀
：
 

傯
ょ
b

之
れ
を
判
断
し
て
、
尙
未
だ
9 

土

地

は

極

度

：吟
 

利
用
し
盡
し
れ
云
ふ
可
か
ら
す

S

な
し
、
獨
占
地- 

代
の
現
出
は
、
遠
き
將
來
の
問
題
た
る
が
故
"

今
日
は
' 

專
ら
楚
額
地
代
の
論
究
す
可
し
^

唱
.ふ
る
も
の
な

6

0
 

如
斯
特
異
な
る
場
合
を
除
き
"
普
通
の
場
合
に
於
て 

幻
氏
は
獨
占
時
代
を
！|

め
ざ
る
な
6

0

其
論
據
は
V

農 

.
産
物
も
亦H

業
品
ビ
同
じ
く
"

自

由

^
:
冉

生

產

し

得

る
 

も
の
な
る
を
以
て
、
其
價
格
は
生
產
S

に
ょ
-

C
V

て
決
定 

せ
ら
れ
、
何
等
獨
占
性
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
地
代
は 

穀
價
に
影
響
す
る
に
至
ら
す
ど
爲
す
に
在
ぅ(「

原
論」 

T

五
〇
M
五1

頁)

。

：

：

：

'

第
四
節
地
代

€

價
袼

，

. 

「

原
論」

並
に
，

「

影
響」

中
,

地

代
(£
價

格

ど

の

關

係

に 

就
き
、
糾
氏
の
論
述
せ
し
所
を
取
务
次
の
數
項
ビ
な
さ 

ん(「

原
論」

三
八
，四

0

ご
一
四
四
頁T

影
響」

三
七
- ;

0
0

 

(

瓦
九一

)

パ
雜

3

七
遂
.、，5

七
七
茛
"0
.;
.

、
價
格
は
.
生
產
.發̂

ょ
办
て
.決
定
ぜ
&
るo

而
し
て 

毂
價
は
最
劣
節
地
，
即
ち
、
限̂
ii

の
生
*
#
に
ょ
彡 

て
決
定
し
、
毂
價
中
に
地
代.を
合
ま
す
。

ニ
"

榖
價
騰
貴
す
る
爲
に
劣
等
地
の
耕
作
可
能w

な
る 

も

の

f

o

故
に
價
袼
は
原
因
に
し
て
地
代
は
結
果
な 

A

V

O
換
言
す
れ
ば
、
地
代
は
價
格
に
影
響
す
る
y 

2

無 

く
"
價
袼
は
注
產
に
要
す
る
勞
働
最
の
多
少
に
ょ
办
て 

の
み
定
ま
る
。
即
ち
、
價
格
を
影
響
す
.
る
も
の
は
結
局 

收
稷
遞
減
の
法
則
に
外
な
ら
す
o 

三
"

地
代
は
新
た
に
所
得
の
發
生
し
た
る
も
の
に
#
す 

し
て
、
a

に
發
在
せ
る
價
値
の
.1.

階
級
ょ
&

他
K

級
べ 

の
移
轉
に
過
,̂

す
。
又
地
代
は
交
換
價
値
の
增
大
を
葸 

味
ず
.^>
:
:
も
の
な
れ
ど
も
3

其
0-
身
富
に
非
す
0

只
祉
會 

の
進
步
ヒ
共
に
地
代
上
昇
す
る
も
の
な
る
故
地
代
は
當 

の
表
徵
ど
見
倣
す
可
き
a
&
の
な
5

ビ

、

四
，
地
代
は
穀
價
騰
貴
の
結
果
にし
て
原
因
に
非
ざ
る 

を
以V

"

地
'
主
之
れ
を
放
棄
す
る“
も
"
，傲
地
人
の
利
潤

第
五
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ブ
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要
す
る
.に
> 

生
產
カ
の
增
輝
は
，
力
ル
ド
分
配
論
の 

全
體
ょ
6

見
て
、

1

時
的
第1

1

次
的
地
位
を
有
す
るU

 

過
ぎ
す
し
て
、
常
に
生
產
力
の
遞
減
を
前
猫
f

す
，る
も 

の
な
-

C
N
O

此
f e

念
.は

、

賃

銀

：、

利

潤

を

論

す

.
る

に

當

ぅ
 

て

、

特

に
.著
し
ぐ
現
は
れ
勞
働
の

.生
產
カW

貨
銀
" 

利
潤
S

は
全
然
沒
交
涉
な
る
か
の
如
き
觀
を
呈
す
る
R
 

至
れ
&

0

如
斯
前
提
は
：經
濟
界
實
際
の
事
實
に
反
す
る 

事
大
に
し
て
、
從
て
之
れ
ょ
り
演
繹
せ
ら
れ
た
る
彼
の 

分
_舰
.論
の
大
部
は
空
論
た
る
に
終
れ
6

0
 (

未
完)

樂
觀
す
る
も
の
に
非
す
^

w

i

地
馨
遞
減
の
法
則
を
' 

1
.

時
停
丘
.す
る
R

JI
:
,ま
る
も
の
：な
ぅ
S

せ
^

N

o

1即
ち
職 

業
技
術
の
改
良
進
步
R

ょ
6
,
惹
起
せ
ら
れ
た
る
利
潤
の 

上

.昇

、

資

本

；
の

蓄

*

はr

勞
働
に
對
す
る
®

K

を
增
加 

L

I

茲
に
人
ロ
增
殖
を
見
る
も
の
な
る
故
、
遂
に
再
び
' 

穀
價
の
.騰
貴
ど
な
る
o

地
代
は|

時
卞
降
し
て
地
主
は 

不
利
益
を
蒙
る
こ
$

あ
る
A
.

結
厨
す
る
所
、
却
て
人 

ロ
增
殖
に
ょ
ぅ
穀
物
に
對
す
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